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市外局番「0422」は省略しています。市役所各課のファクス番号は市ホームページ「各課ご案内」から確認いただけます。

　「各部の運営方針と目標」の全文は、市ホームページのほか、冊子でもご覧になれます。冊子は、相談・情報課（市役所2階）、市政窓口、市民協働センターで配
布します（市立図書館、コミュニティセンターでも閲覧可）。ご意見、ご感想などをお寄せください。

各部の取り組みを紹介します
令和元年度「各部の運営方針と目標」を策定しました

　「各部の運営方針と目標」は、施政方針などに掲げる事業の実現を目指し、各部が主体的に取り組むための「部の経
営の全体構想」を示すものです。「部の使命・目標に関する認識」を明確にし、職員数・予算規模など「部の経営資源」
を踏まえ、「今年度の主要事業」を設定しています。また、年度終了後はその達成状況を「自治体経営白書」の中で公表
し、検証結果を今後の取り組みに反映させています。
　今号では、元年度「各部の運営方針と目標」の中から、重点的に取り組む主な事業の概要を紹介します。

企画経営課☎内線2150
●『第4次三鷹市基本計画』の第2次改定に当たっ

ては、『市民満足度・意向調査報告書』などの
基礎資料を踏まえるとともに、新たな市民参加
を行いながら市の魅力と価値を高める施策を
検討します。

●事務事業の実施根拠などの整理結果を踏まえ、
EBPM（客観的なデータに基づく政策立案）の
考え方に基づき全事務事業の課題や取り組み
の方向性の整理を行い、『新・三鷹市行財政改
革アクションプラン2022』を改定します。

●三鷹ネットワーク大学と連携し、まちづくりの
研究や「ボランティアポイント制度（仮称）」の
検討、「まちづくり研究員」の活性化など、三鷹
のブランド力の向上に向けて取り組みます。

企画部

子ども政策部

●総合防災センターを核とした危機管理体制の
強化に向け、防災関係機関連携訓練や『災害時
機能転換マニュアル』の検証を行います。また、
防災都市の構築に向けて、各防災拠点が担う機
能の明確化と連携手法の検討を進めます。

●防災出前講座の開催や、町会・自治会等の防災
訓練などの実施を支援し、自助と共助による地
域防災力の強化と地域防災リーダーの育成を
図るとともに、災害時在宅生活支援施設を拡充
します。

●業務改善や時差勤務制度の実施など、全庁を
挙げた取り組みにより職員のライフ・ワーク・
バランスの推進を図ります。

●『土地利用総合計画2022（第1次改定）』を改定
します。また、三鷹台駅前周辺地区の土地利用
の検討とともに、北野の里（仮称）の良好な住環
境の保全などに向けて都市計画制度の活用を
検討します。

●『下水道再生計画』に基づき、長寿命化や地震対
策を実施し、災害に強い下水道施設整備の推進
を図ります。また、都市型水害対策として、中
原一丁目用地の雨水貯留施設の整備に取り組
みます。

●『三鷹駅南口ペデストリアンデッキ長寿命化修
繕計画』に基づき、安全性・利便性・経済性を
考慮しつつ、計画的かつ段階的なデッキの改修
に取り組みます。

総務部

都市整備部

●窓口対応に関する職場研修を実施し、窓口サー
ビスの質の維持向上を図ります。また、混雑期
に臨時窓口を増設するなど、待ち時間の短縮に
取り組みます。

●市財政の健全性を維持するため、市税などの収
入を的確に把握するとともに、滞納整理の強
化に努め、収納率の一層の向上を図ります。ま
た、納税相談の際は相談者の生活再建に配慮
し、実情に応じて福祉部門などへ適切に案内し
ます。

●ジェネリック医薬品利用差額通知や医療費通
知など、医療費適正化事業を継続して実施する
とともに、財政運営を担う東京都とともに国民
健康保険財政の健全化を図ります。

市民部 ●高齢化などにより地域コミュニティを支える人
財の確保が困難になっていることから、地域組
織の活動を支援するための新たな仕組みや組織
づくりに関する調査・研究に取り組みます。

●ふじみ衛生組合「リサイクルセンター」の更新
に向けた基本構想を策定します。また、し尿関
連施設の整備や環境センターの跡地利活用な
どについての検討を含めた『ごみ処理総合計画
2022』の第1次改定を行います。

●インターネットの多言語翻訳サービスを活用
した外国人を含む観光客への情報発信など、み
たか都市観光協会を中心に市民、事業者、関係
団体が協働で取り組む観光関連事業を支援し
ます。

生活環境部

●三鷹中央防災公園・元気創造プラザについて、
ハード・ソフトの両面から総点検します。市民
参加・職員参加を図りながら、利用者満足度の
一層の向上と施設の活性化を目指します。

●ラグビーワールドカップ2019では、ラグビー
の魅力発信と体験事業を行うとともに、東京
2020オリンピック・パラリンピック競技大会
に向けて、市民の感動体験の創出と受け継がれ
るレガシーの創造を目指します。

●「文化の薫り高い三鷹」のまちづくりを推進す
るため、太宰治生誕110年記念事業をはじめ、
市にゆかりの深い文学者についての顕彰事業
を実施します。

スポーツと文化部 ●「ウエルカム ベビー プロジェクト みたか」の
推進に向け、すべての妊婦を対象とした「ゆり
かご面接」や産後ケア事業「ゆりかごプラス」を
実施するとともに、新生児聴覚検査への助成事
業を行います。

●高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる
よう、多職種による在宅医療・介護の連携や、
生活支援コーディネーターによる生活支援体
制整備など、地域で高齢者を支える仕組みづく
りを推進します。

●『健康福祉総合計画2022（第1次改定）・地域福
祉計画』の改定に当たり、法制度の制定や改正
を的確に反映させるとともに、幅広く市民の意
見を採り入れます。

健康福祉部

●子育て支援ニーズ調査、子育てに関する生活
実態調査の結果を踏まえ、『子育て支援ビジョ
ン』の改定および『第2期子ども・子育て支援事
業計画』の策定に取り組みます。

●妊娠期から切れ目なくすべての子どもの育ち
を支援するとともに、「親としての育ち」を応
援するプログラムなどを充実させ、楽しく子ど
もに向き合えるよう、子育て中の親子を支援し
ます。

●10月から実施される幼児教育・保育の無償化
について、制度主旨を踏まえながら、円滑な実
施に向けて取り組みます。


